
 

本分科会では、京都府立園部高等学校が逆向き設計論を土台として取り組んでいるパフォーマ

ンス課題及びルーブリックを軸にしたパフォーマンス評価の実践報告をもとに、新学習指導要領

にて育成を目指す自ら思考判断し、自分の考えを発信する力の育成法について定義し、参加者と

意見交流をする。 

 

 

初めにコーディネーターが、本分科会の導入として、次期高等学校学習指導要領の外国語科改

訂の趣旨及び要点を確認し、現行学習指導要領との目標の違いを提示した。そして次期学習指導

要領の目標を具現化するにはパフォーマンス課題・評価の活用が有効であると定義づけた。 

 続いて、光木教諭より勤務校である園部高等学校におけるパフォーマンス課題・評価の実践報

告がなされた。すべての生徒が参加できる授業作りという同校英語教育の目標を明確にし、①目

標の可視化、②生徒のつまずきに学ぶ授業展開、③パフォーマンス評価の活用という３観点につ

いて説明がなされた。同校では英語科教員全員で年度末、卒業時までに生徒につけさせたい英語

力を共有し、その目標から指導内容を逆算する「逆向き設計」で指導計画を作成していることと、

幅広い学力差や様々な学習歴をもつ生徒が同校には在籍するという特性から、すべての生徒が主

体的に授業に参加できるようにするために「学び直し」期間を設定していることが強調された。

「学び直し」期間で使用する数多くのワークシートを提示しながら、この期間が後に続くパフォ

ーマンス課題・評価の活動の効果的な「橋渡し」となっていることが確認された。 

引き続いて、同校が行っているパフォーマンス課題・評価が各学年の課題例とともに紹介され

た。園部高校のパフォーマンス課題は、①「伝えたい」という気持ちを育むために「自分」につい

て語ること、②力の伸びを実感させるために学年間で類似の課題を実施すること、③単に英語を

学ぶのではなく生徒の意欲をかき立てるために「心に残る教材」を選ぶ、という観点で設定され

ている。生徒が主体的に学び、自らの学びを深め、学んだことをパフォーマンス課題により表現

するというサイクルを通じて、生徒の英語力を高めることが同校英語教育の核となっている。パ

フォーマンス課題・評価を通じてペーパーテストではわからない生徒の姿が見え、生徒の力を多

面的に評価できるという成果につながっている。その成果とともに、指導・評価に多大な時間を

要するということ、生徒のパフォーマンスの実情に合わせてルーブリックを常に見直す必要があ

るという課題も提示された。 
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 光木教諭の発表に続き、田中特任教授が園部高校において実践されている「Backward Design 逆

向き設計」によるパフォーマンス課題・評価について発表した。「逆向き設計」論とは、①修了時

をイメージして求められている結果（目標）を明確にして、②承認できる証拠（評価方法）を決

定し、③学習経験と指導を計画する、という手順で指導法を設計することである。園部高校では

この「逆向き設計」論を基に、育てたい生徒像を明確にして、多様なパフォーマンス課題を実践

し多角的な評価を実践している。目標の明確化のために「ＳＯＮＯＢＥアセスメントグリッド」

という評価法を設定している。「ＳＯＮＯＢＥアセスメントグリッド」の特徴は、「～できる」と

いう記述語の内容が生徒の生活を舞台としているということ、学習者のつまずきに配慮した授業

者への気づきをも盛り込んでいること、そして Reading 領域レベル４・５・６においては「辞書

があれば」という条件を付与していることが田中特任教授より説明された。 

 園部高校では学習困難層への指導の在り方に着目し、生徒の実態から学びとった知見を教材作

成と授業方針に生かしている。また、「逆向き設計」の実践から認識できた「英語を習得する際の

差は、語彙力と英文構造の理解に必要とされる時間の差である」という観点も、授業方針に生か

している。田中特任教授より学び直し期間及びパフォーマンス課題・評価の活動の中で取り扱う

具体的題材が数多く紹介されるとともに、園部高校が実践する、①目標を共有、②英語学習入門

期によくあるつまずきへの対応、③クラス内の学力差に対応できる授業展開、④習得した英語力

をリアルな文脈で使う場面を設定し評価するパフォーマンス評価の展開について具体的説明がな

された。 

 

 

 主に以下の質疑応答がなされた。 

・「すべてのクラスで同一の教科書を用いることに苦労することはないか」 

 →パフォーマンス課題・評価の活動に適した題材を吟味し、生徒の状況に合わせて取り上げる

項目を焦点化して教科書を扱っている。活動を通して目標とする学力に到達できている。ま

た全生徒が同じ教科書を扱うことで、パフォーマンス課題への各クラスのモチベーション維

持に役立っている。 

・「ルーブリックのねらい、扱いについて」 

 →ルーブリックが求める学力の到達目標になっている。到達目標を設定して生徒に提示するこ

とで、生徒にとっても到達点が可視化できる。また、パフォーマンス評価を行った際にルー

ブリックに課題が見つかった場合は、その都度改善していくように心がけている。 

・「学び直しは文構造理解を学び直すということがねらいか」 

 →その通りである。英語学習に困難を抱える生徒は、その多くが文構造の理解でつまずいてい

るため、入学時に文構造理解を深めることを目的に学び直し期間を設定している。 

・「リスニングの指導はどのように行っているのか」 

 →数多くの音読活動を通して「聴く」力の向上を図っている。 

・「本フォーラムのテーマは高大連携であるが、高大のつながりという点で何らかの成果はあるの

か」 

→パフォーマンス課題・評価の活動を通じて高校入学後、着実に生徒の英語力は伸びている。

全体討論の内容 
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難関国公立大学・難関私立大学に進学する生徒もおり、その一助を担っている面もあるので

はないか。 

・「ＣＡＮ-ＤＯリストに本校では取り組めているとは言えないのだが、貴校ではどのようにして

この活動を始めたのか」 

 →まずは言語活動をどう評価すべきかということを共通認識することから始めた。活動にはか

なりの困難が予想されたが、これまで覚悟を持って進めてきたつもりである。 

 

 

 園部高校の活動には「生徒の学ぶ可能性を閉じない」という原理がある。その原理を具体化す

る形で同校の特徴的なパフォーマンス課題・評価の活動が行われている。分科会参加者にもパフ

ォーマンス課題・評価の具体的手法とともに、同校の考え方がしっかり伝わった。パフォーマン

ス課題・評価の必要性を感じながらも、具体的な実践に取り組めていない学校にも、パフォーマ

ンス課題・評価の理念と実践法が伝わる有意義な発表になったと思われる。 

 生徒の実情は学校によって異なるので、さらに多様なパフォーマンス課題・評価の活動を紹介

することで、参加された学校の教員が勤務校の実情に合わせて活動を取捨選択できるような形で

実践例を提示することも今後は考えていきたい。 
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